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概    要 C 型肝炎ウイルス（HCV）は肝細胞のみならず B細胞にも感染し、non-Hodgkin’s





かとなった。さらに慢性 C 型肝炎の合併症である糖尿病の治療を行うことが、慢性 C型肝炎の治療に有
効である可能性が示唆され、治療法確立に向けて、更なる研究の継続が必要であると考えられた。 







































































































論 文 ： Inhibition of Hepatitis C Virus 
Replication through AMP-activated Protein 
Kinase-Dependent and -Independent Pathways 
Nakashima et al. （投稿中） 
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・中島謙治ほか.第 58 回日本ウイルス学会学術集
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「競争的資金・研究助成への申請・獲得状況」 
・科学研究費補助金（基盤 C(一般)）「C 型肝炎ウ
イルスによる B 細胞蛋白質チロシンリン酸化への
影響」（代表）、H22-24 年度。 
・科学研究費補助金（新学術領域研究 修飾シグ
ナル病（公募研究））「チロシンキナーゼ Syk の新
しいリン酸化部位の生理的病理的役割」（応募中）。 
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